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研究成果の概要（和文）：代表者はフロリダ州、ルイジアナ州、オクラホマ州、ニューメキシコ州、ハワイ州ハワイ島
、モロカイ島、マウイ島、オアフ島、ニューヨーク州ニューヨーク市を訪れ、フィールドワークを行なった。いずれも
、これまで長きにわたり調査してきたアフリカ系アメリカ人コミュニティとの比較で、先住民コミュニティの語りや文
化表現に焦点を当てつつ、同時に新たに住み着いた者による文化運動にも注目したフィールドワークだった。また、比
較のために英国デヴォン州トトネス、ダーティントン、プリマスも訪れ、フィールドワークを行なった。研究を通じて
、社会・文化的「周縁」における暴力と文化表現の動的な関係の一端を明らかすることができた。

研究成果の概要（英文）：Over the last four years, I have visited Florida, Louisiana, Oklahoma, New 
Mexico, Hawaii (Big Island, Molokai, Maui and Oahu) and New York City to conduct my fieldwork. In 
relation with the African-American communities in which I have conducted my fieldwork for many years, 
this research project focused on the narratives and cultural expressions among the selective Native 
American communities. In Hawaii, I have also looked at selective cultural movements among the new comers, 
who have just recently settled around the area. Furthermore, I visited Totnes, Dartington and Plymouth in 
Devon, UK to conduct a fieldwork for comparison sake. Throughout this research, I clarified the dynamic 
relationship between violence and cultural expressions in the socio-cultural “margins.”

研究分野： 人文学、文化人類学

キーワード： マイノリティー　エスノグラフィー　暴力と社会的痛苦　社会・文化的「周縁」における文化表現や文
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１．研究開始当初の背景 
研究開始当初、「周縁」あるいは「辺境」

というコンセプトに改めて着目する研究と
しては、たとえば Brian Keith Axel ed., From 
the Margins: Historical Anthropology and 
Its Futures (Duke University Press, 2002)
や Veena Das and Deborah Poole eds., 
Anthropology in the Margins of the State 
(School of American Research Press, 2004)、
鎌田遵『「辺境」の抵抗――核廃棄物とアメ
リカ先住民の社会運動』（御茶の水書房、
2006）などがあった。いずれの著作も、研究
対象や方法論において異なるが、地理的「周
縁」ということだけでなく、社会・文化的な
意味での「周縁」を再定義しつつ、そこでど
のような実践が生み出され、それを通じてい
かなる規律や規範がつくり直され、境界が再
設定されるのかを明らかにしている。本研究
もまた、こうした試みに連なるものである。 
 
研究代表者が「周縁」に着目した理由は、

地理的・社会的・文化的「周縁」において、
暴力が極めて明示的なかたちで顕在化し、社
会的痛苦（social pain and suffering）が
経験されるのと同時に、そうした暴力や痛苦
の理解・受容・解決の取り組みがなされると
考えるからである。「周縁」に着目すること
で、諸々の文化規範を支える構造が顕在化す
る瞬間を捉えると同時に、そうした構造が変
質していく瞬間をも捉えたいと考えている。 
研究代表者はこれまでアメリカ国内のム

スリム、特にアフリカ系アメリカ人ムスリム
について研究を進めてきた。アメリカ国内の
ムスリムの数は現在 600 万人以上と言われ、
アメリカで最も信者を増やしている宗教と
言われている。なかでもアフリカ系アメリカ
人は、そのうちの約 3分の 1を占めるとされ、
その数の多さだけでなく、大部分が改宗者で
あるという事実や、歴史的背景や社会的コン
テクストの特殊性、そしてアラブ・ムスリム
たちを含めたムスリム移民たちとの差異や
共通性といった観点から、アメリカ国内のイ
スラームを研究対象とする際には無視でき
ない存在となっている。例えば、山内昌之に
よる『イスラムとアメリカ』（岩波書店，1995）、
ジェーン・スミスによる Islam in America, 
Columbia University Press, 1999、大類久
恵による『アメリカの中のイスラーム』（寺
子屋新書，2006）は、いずれも 1章以上を割
いて、アフリカ系アメリカ人によるイスラー
ムの実践に言及している。また、アフリカ系
アメリカ人ムスリムのみに焦点を絞った実
証研究として、とりわけ優れている著作に、
社会学者エリック・リンカーンによる Black 
Muslims in America, W.B.Eerdsmans, 
1994[1961]と、社会学者マティアス・ガーデ
ルによる In the Name of Elijah: Louis 
Farrakhan and the Nation of Islam, Duke 
University Press, 1996 の二つがある。だが、
両著作ともに、アフリカ系アメリカ人ムスリ

ムによる組織のなかでも特に著名なネイシ
ョン・オブ・イスラーム（以下、NOI）のみ
に研究対象を限定しており、NOI のメンバー
ではない多くのアフリカ系アメリカ人ムス
リムの姿はそこには見出せない。さらに、上
述の五つのいずれの著作も、アメリカにおけ
るイスラームの一般的な位置づけ、イスラー
ムの米国内におけるネットワーク、諸々のイ
スラーム組織の理念や信念とそれらの歴史
的・社会的コンテクストを捉え分析する点で
優れているが、ムスリムと非ムスリムとの関
係――交流や協力、対立等――は取り上げら
れていない。またそうした関係の構築・維持
のなかで、イスラームの実践そのものが変化
していくと同時に、非ムスリムによる文化実
践もが変化していく点に関しては、最小限の
言及にとどめられており、今後の研究に委ね
られている。 
 
このような認識のもとに、本研究は遂行さ

れるに至った。 
 
 
 
２．研究の目的 
本研究は、アメリカ国内の社会・文化的「周

縁（margin）」における複数のコミュニティ
の関係に焦点を当て、個々の成員たちの語り
や対話、価値や制度の再構築のプロセスを明
らかにするという全体構想のもとに行われ
る文化人類学的研究であり、アメリカ国内の
複数の宗教、民族、コミュニティの関係や相
互の取り組み、文化的実践を描写し、分析す
ることで、ひとつの宗教、民族、コミュニテ
ィを超えた関係の構築や、暴力や痛みの「和
解」に向けた取り組みの文化的諸相を明らか
にすることを目的とする。 
 
この目的を達成することで、日本社会の多

文化共生に向けた取り組みや、暴力・痛みに
関する対話の場のあり方を構築する際の重
要な参照軸を提示することができる。 
そこで本研究では、社会・文化的「周縁」

のひとつの事例として、ムスリムと非ムスリ
ムとの交流や結節点に着目する。とりわけ
「アメリカ同時多発テロ事件（9・11）」以降、
イスラームについて多くの「断定的」言説が
形成され、流通するなかで、アメリカ国内に
暮らすムスリムと非ムスリムとの関係に関
する民族誌的研究は、焦眉の課題だと考える。
アメリカ社会全体から見れば、イスラーム自
体がすでに社会・文化的「周縁」として存在
しているが、ムスリムと非ムスリムの共同作
業はイスラームという集合的現象の「周縁」
でもある。 
 
研究期間である四年間で、主にニューヨー

クのモスクやイスラーム・センターと非イス
ラーム組織とが、どのような交流や共同の取
り組みを行っているかを明らかにしていく。



そのうえで彼らが共同の活動を通じて、どの
ような問題に向き合い、どのような語りを紡
ぎ、なにを成し遂げるのかを明らかにする。
比較的見えやすい各モスクのイマームや活
動組織のリーダーたちだけではなく、活動の
参加者の語りに注目し、彼らがどのような仕
方で自らの現在や過去、イスラームやアメリ
カの現状を語り、どのような日常を生きてい
るのかを明らかにする。モスクに関しては、
ニューヨーク市内にあるマスジッド・マルコ
ム・シャバズやモスク・オブ・イスラミック・
ブラザーフード、イスラミック・センターの
取り組みに着目する。また非イスラーム組織
としては、キリスト教会や仏教等の宗教コミ
ュニティ以外にも、The Interfaith Center of 
New York等の非宗教的組織の取り組みに着目
する。また、可能な限りアメリカ社会の他地
域の社会・文化的「周縁」をフィールドワー
クすることで、そうした「周縁」における暴
力や痛みへの対峙のあり方を比較していく。 
 
 
 
３．研究の方法 
研究代表者はこれまでの研究でニューヨ

ークのアフリカ系アメリカ人ムスリム・コミ
ュニティに独自のネットワークを築いてき
た。そうしたネットワークに依拠しつつ本研
究を進めていった。一年目は、ムスリム・コ
ミュニティと活動をともにするニューヨー
ク市内にある、多数の非イスラーム組織を訪
問し、共同の取り組みや相互理解等に関する
資料収集および参与観察を行う予定だった
が、それに加えてアメリカ先住民のコミュニ
ティを訪問し、フィールドワークを行なった。
二年目以降は、一年目の研究成果に基づき、
さらにニューヨークでの調査を深めると同
時に、すでに調査経験のあるシカゴ、デトロ
イト、ホノルルを中心に、可能な限り多くの
地域を訪れ、収集した情報の比較を行う。研
究成果については文化人類学会等の学会や
研究会等で報告、学術論文等のかたちで公刊
するだけでなく、ホームページ上で部分的に
紹介していく。研究の推進にあたっては、テ
リー・ウィリアムズ（ニュー・スクール・フ
ォー・ソーシャル・リサーチ）やウィリアム・
コーンブルム（ニューヨーク大学）に研究協
力を要請する。 
 
(1)本研究を遂行する上での具体的な工夫と
しては以下のようなものがあった。 
 
①既にニューヨークのすでに長期間にわた
る信頼関係のあるムスリムたちに協力を要
請し、彼らがすでに行っている非ムスリムと
の活動に参加する。また彼らのアドバイスに
従って適宜他の組織を訪問する。新しい組織
を訪問する際には、彼らがすでに築いている
ネットワークのなかで、彼らの文脈に沿うか
たちで訪問を行う。現地調査においては、な

によりもフィールドにおいて出会う人間の
リズムに従うことが重要となるため、現地滞
在中のスケジュールについては相手からの
助言に従って柔軟に変更する。 
 
②比較分析のためのニューヨーク以外の対
象地域の選定については、すでに調査経験の
あるシカゴ、ホノルル、デトロイトを当面の
フィールドとしつつ、研究協力者でありニュ
ーヨークやその他のアメリカ地域社会の事
情に詳しいテリー・ウィリアムズやウィリア
ム・コーンブルムと相談したうえで決定する。
とりわけテリー・ウィリアムズとはここ数年
緊密に連絡を取り合っており、これまでの研
究においてもニューヨークの都市空間の変
容やアメリカの諸地域の歴史的・社会的文脈
などについて、多くの情報や示唆を得ている
ため、本研究の遂行にあたっても有益な情報
を得られる。限られた時間と資金のなかで、
新しい調査地での研究成果をあげるために
は、事前の準備が重要となるため、日本から
は彼らと電子メール等を通じて連絡を取る。 
 
③年度ごとのフィールドワークや研究成果
については学会報告だけでなく、国内のアメ
リカ研究者や文化人類学者、社会学者等、複
数の研究者と研究会や打ち合わせを通じて
意見交換を行い、適宜成果のとりまとめや次
年度の研究計画に反映させていく。研究自体
を開かれたものにしていくためにも、このこ
とは不可欠である。 
 
④これまでも活動をともにし、またアメリカ
社会の現状に詳しい複数の芸術家（アーティ
スト）に協力を得る。彼らは必ずしも研究者
ではないが、現地の情勢を批判的に考察する
ことのできる彼らの協力は、短期間の間に成
果をあげるためにも重要となる。特にムスリ
ム・コミュニティの事情に詳しい映像作家の
サリーム・アジズ、自らも非宗教的社会運動
にコミットしている映像作家のシェリー・ウ
ェルドン、現地テレビ製作会社に勤めた経験
があり自らも映像づくりを手がけている松
尾眞に協力を要請し、映像での記録を残す。 
 
(2)研究計画を遂行するための研究体制につ
いて、研究代表者及び必要に応じて研究協力
者の具体的役割 
 
①研究代表者である中村寛は、研究全体の推
進、フィールドワーク、参与観察、資料収集、
聞き取り調査をすべて行う。 
 
②研究協力者であるテリー・ウィリアムズと
ウィリアム・コーンブルムは、アメリカ社会
およびニューヨークの都市空間での「周縁」
に関する最新の研究動向、アフリカ系アメリ
カ人コミュニティの現状に関して助言・協力
を行う。 
 



③研究協力者であるサリーム・アジズ、シェ
リー・ウェルドン、松尾眞は、現地調査の際
の助言・協力を行い、映像記録作成のサポー
トを行う。 
 
 
 
４．研究成果 
一年目は、中心的なフィールドであるニュ

ーヨークで調査を進めると同時に、より広い
視野での比較を行うため、可能な限りアメリ
カ社会の全景把握を試みた。そのため、「周
縁」というテーマを念頭に、ニューヨーク以
外の地域にできるだけ足を伸ばし、先住民コ
ミュニティやムスリム・コミュニティなどで
フィールドワークを行なうことにした。こう
した探求は、宮本常一や鶴見良行の仕事を念
頭に置いてのことで、フィールドワークを通
じて諸問題を捉え直す試みだった。その際、
先住民コミュニティにおいて注目したのは、
黒人と先住民との関係であり、とりわけ「ブ
ラック・セミノール」や「マルーン」が先住
民によってどのように語られるのかに着目
することができた。その意味では一年目の研
究は、示唆的であり意義深いものだったと言
える。 
二年目は、一年目の成果を踏まえ、本研究

の中心的なフィールドであるニューヨーク
での調査に加えて、ニューメキシコ州に焦点
を当て、先住民たちによる文化施設や博物館、
ギャラリー、美術館などを足がかりに、文化
表象のあり方、社会問題の捉えられ方を調査
しようとした。調査の過程で、サンタフェ市
近くのサント・ドミンゴ・プエブロの住民と
知り合い、生活状況や置かれた歴史的位置、
などに関して、貴重な知見を得た。また二年
目は、先住民たちのアート表現に多く触れ、
それらの表現がどのような問題に向き合う
なかでつくられたものか、その一端に触れる
ことができた。その意味では二年目の研究は、
示唆的であり意義深いものだったと言える。 
三年目は、一、二年目の成果を踏まえ、本

研究の中心的なフィールドであるニューヨ
ークでの調査に加えて、ハワイ州モロカイ島、
ハワイ島に焦点を当て、島の歴史・文化に関
連する博物館や施設を訪れると同時に、ネイ
ティヴ・ハワイアンたち生活圏を訪ね歩いた。
また、とりわけハワイ島では、島に移り住ん
で、自分たちで持続可能な生活のあり方を模
索する人びとや乱開発に反対する人びとに
出会い、話を聞くことができた。ハワイ島は
全体的に、環境や自然保護に対する意識が高
く、電気・水道・ガスなどのない「オフ・グ
リッド」と呼ばれるエリアで暮らす者が複数
いる。また、森のなかに暮らし、乱開発と闘
う者たちにも出会った。モロカイ島で出会っ
たネイティヴ・ハワイアンも、森の中にタロ
イモ畑を再生して暮らしている。こうした生
き方を、ひとつの文化運動として捉えた場合、

とりわけ「3.11」以降の日本社会のあり方を
考える際の重要な参照軸になり得ることが
わかってきた。こうしたことは、当初の計画
にあったわけではないが、フィールドワーク
を重ねるうちに明らかになったことであり、
「周縁」というテーマに関連する。三年目は、
ハワイ先住民たちがどのように文化を語り
実践するのかに迫ることができたのと同時
に、ハワイの文化や環境を背景に、これから
の持続可能な生のあり方を模索する実践者
たちに触れることができた。その意味で三年
目の研究は、示唆に富み、意義深いものであ
った。 
一～三年目のフロリダ州、ルイジアナ州、

オクラホマ州、ニューメキシコ州、ハワイ州
ハワイ島、モロカイ島での調査を踏まえ、最
終年度はハワイ島、マウイ島を訪れた。いず
れも、先住民コミュニティに焦点を当てつつ、
新たに住み着いた者による文化運動にも注
目したフィールドワークだった。また、最終
年度は研究代表者が海外研修でアメリカ国
内に長期滞在していたため、ニューヨーク市
でもハーレムを中心にいわゆる社会的マイ
ノリティが集住する地区で調査を行なうと
同時に、本研究に不可欠な理論的探究を深め
るべく文献・資料収集を行ない、共同研究者
であるテリー・ウィリアムズ氏らや社会問題
に強い関心を示すアーティストや音楽家た
ちと対話の機会を持った。なかでも難民問題
に強い関心を示し、それをテーマに舞台パフ
ォーマンスを発展させようとするアーティ
スト、クリスティーナ・コロヴィック氏やサ
ラ・ガラシーニ氏らとの対話は、今後の共同
研究にも深くかかわる種類のものだった。こ
うしたアーティストや音楽家たちとの対話
は、研究協力者である松尾眞氏の助力を得て
進めた。さらに海外研修中は、トランジッシ
ョン・タウンとして注目を集めるイギリス・
デヴォン州トトネスに滞在し、町ぐるみの文
化運動のあり方をフィールドワークすると
同時に、シューマッハ・カレッジやプリマス
大学を訪れ、文化のつくり手やアーティスト、
研究者との対話の機会を得た。この滞在は、
「周縁」における取り組みをひとつの社会を
超えて比較し、見つめなおすうえで効果的だ
った。とりわけプリマス大学トランステクノ
ロジー・リサーチのマイケル・プラント氏お
よびマーサ・ブラスニッグ氏との対話は、本
研究に理論的深みをもたらすだけでなく、今
後の対話的共同プロジェクトにもつながる
有益なものだった。 
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